
 
 
 

会 

員 

連 

絡 
 

Ⅰ 
大
会
に
つ
い
て 

第
六
〇
回
総
会
及
び
第
六
七
回
大
会
が
、
五
月
一
七
日
（
土
）、
一
八
日
（
日
）
の
両
日
、
広
島
大
学
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
別
途
添
付
資
料
を
参
照
下
さ
い
。 

・
同
封
の
葉
書
で
大
会
及
び
懇
親
会
の
出
欠
を
、
五
月
二
日
（
金
）
ま
で
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

・
会
場
周
辺
に
は
飲
食
店
が
少
な
い
た
め
、
会
場
入
り
す
る
前
に
昼
食
の
ご
用
意
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
特
に
二
日
目
一
八

日
は
休
日
の
た
め
、
大
学
構
内
の
飲
食
店
が
開
い
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。 

 

Ⅱ 

会
員
資
格
に
つ
い
て 

 

近
年
連
絡
先
不
明
の
長
期
会
費
未
納
会
員
の
方
が
多
く
、
日
本
哲
学
会
の
運
営
お
よ
び
財
政
上
不
都
合
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

日
本
哲
学
会
で
は
、
今
年
度
よ
り
会
費
未
納
猶
予
期
間
を
短
縮
し
四
年
以
上
会
費
未
納
の
会
員
は
、
日
本
哲
学
会
会
員
資
格
を

停
止
す
る
も
の
と
し
、
学
会
誌
『
哲
学
』
等
の
発
送
も
停
止
い
た
し
ま
す
。
会
費
未
納
期
間
が
三
年
以
上
に
な
る
会
員
の
方
に

は
、
書
面
に
て
そ
の
旨
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
四
年
目
の
会
費
年
度
中
に
会
費
を
納
入
し
て
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、

会
員
資
格
が
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
な
お
、
会
員
資
格
を
停
止
さ
れ
た
方
が
資
格
の
復
活
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
会
費
未
納
期
間
分
の
会
費
（
二
万
四
千
円
分
）
の
支
払
い
を
条
件
と
い
た
し
ま
す
。 

 

Ⅲ 

会
費
に
つ
い
て 

二
〇
〇
八
年
度
会
費
を
お
納
め
下
さ
い
。
今
年
度
会
費
（
六
千
円
）
を
含
め
た
ご
請
求
額
は
封
筒
の
宛
名
ラ
ベ
ル
の
右
下
に
表

示
し
て
あ
り
ま
す
。
同
封
の
振
込
用
紙
に
て
お
振
込
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
納
入
会
費
に
超
過
分
の
あ
る
方
に
は
振
込
用
紙

を
同
封
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
）
ま
た
、
会
費
未
納
三
年
以
上
の
方
は
会
員
資
格
に
か
か
わ
る
重
大
な
お
知
ら
せ
を
同
封
し
て
お
り

ま
す
の
で
よ
く
お
読
み
い
た
だ
き
未
納
分
の
会
費
を
お
納
め
下
さ
い
。
な
お
、
ご
請
求
金
額
は
二
〇
〇
八
年
二
月
末
の
資
料
（
会

費
年
度
は
、
三
月
一
日
か
ら
翌
年
の
二
月
末
ま
で
）
に
基
づ
い
て
お
り
ま
す
。
行
き
違
い
の
節
は
ご
容
赦
下
さ
い
。
領
収
証
は
郵

便
振
替
用
紙
の
払
込
票
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
大
会
当
日
、
会
場
で
の
お
支
払
い
の
場
合
は
領
収
証
を
発
行

致
し
ま
す
。 

 

Ⅳ 

公
募
論
文
に
つ
い
て 

 

１ 

論
文
テ
ー
マ 

哲
学
に
関
す
る
も
の
。
た
だ
し
、
未
公
刊
の
も
の
に
限
り
ま
す
。 

２ 

応
募
資
格 

 

当
年
度
会
費
を
納
入
済
み
の
日
本
哲
学
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
前
年
度
の
『
哲
学
』
に
公
募
論
文
が
掲
載
さ
れ

た
者
を
除
き
ま
す
。 

３ 

使
用
言
語 

 

日
本
語
、
も
し
く
は
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
。 

４ 

原
稿
分
量 

 

以
下
の
形
式
で
応
募
し
て
下
さ
い
。 

・
日
本
語
、
欧
文
、
い
ず
れ
の
場
合
も
句
点
、
ピ
リ
オ
ド
等
も
字
句
数
に
数
え
る
。 

・
枚
数
は
厳
守
の
こ
と
。 

・
日
本
語
の
場
合
：
本
文
と
注
を 

四
〇
字×

四
〇
行
で
レ
イ
ア
ウ
ト
し
て 

(

改
行
な
ど
に
よ
る
ス
ペ
ー
ス
も
含
め
て) 

一
〇
枚
以
内
。 

・
欧
文
論
文
の
場
合
：
本
文
と
注
を
含
め
六
〇
〇
〇
語
以
内
。
日
本
語
の
全
訳 (

も
し
く
は
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
順
序
に
忠
実

な
要
約) 

を
付
け
て
下
さ
い
。 

５ 

欧
文
要
旨 

 

日
本
語
、
欧
文
論
文
と
も
に
、
三
〇
〇
語
程
度
の
欧
文
要
旨 

(

英
・
独
・
仏
語
の
い
ず
れ
か)

 

と
そ
の
日
本
語
訳
を
作
成

し
て
下
さ
い
。 

６ 

提
出
物 
 
 

以
下
の
要
領
で
そ
れ
ぞ
れ
の
も
の
を
必
要
部
数
揃
え
て
提
出
し
て
下
さ
い
。 

・
原
稿
は
Ａ
４
判
用
紙
に
左
記
の
要
領
で
印
刷
し
て
下
さ
い
。
応
募
原
稿
に
は
、
氏
名
、
ふ
り
が
な
、
所
属
機
関
名
を
明

記
の
こ
と
。 

・
日
本
語
の
場
合
：
一
頁
四
〇
字×

四
〇
行
で
印
字
し
た
も
の
を
五
部 

(

本
文
と
注
は
同
じ
ポ
イ
ン
ト
で)

 

。 

・ 

欧
文
論
文
の
場
合
：
特
に
印
字
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
日
本
語
訳
は
同
じ
く
一
頁
四
〇
字 ×

四
〇
行
印 



字
し
、
欧
文
論
文
と
そ
の
日
本
語
訳
を
そ
れ
ぞ
れ
五
部
。 

・
欧
文
要
旨
と
そ
の
日
本
語
訳
を
各
五
部
。 

・
「
応
募
論
文
調
書
」
を
一
部(

調
書
の
書
式
は
、
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す)

。 

・
原
稿
フ
ァ
イ
ル
（
ワ
ー
プ
ロ
用
の
フ
ァ
イ
ル
と
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
二
種
類
）、
欧
文
要
旨
及
び
そ
の
邦
訳
、
論
文 

調
書
の
三
つ
を
添
付
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
日
本
哲
学
会
事
局
（n

i
tt
e
tu
@
ph
i
l
os
o
ph
y
-j
a
pa
n
.o
r
g

）
ま 

で
送
っ
て
下
さ
い
。 

・
欧
文
論
文
の
場
合
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
チ
ェ
ッ
ク
を
あ
ら
か
じ
め
受
け
る
も
の
と
し
ま
す
。
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
チ
ェ
ッ
カ
ー

に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
済
の
証
明
書
と
、
そ
の
チ
ェ
ッ
カ
ー
の
経
歴
書 (

と
も
に
書
式
自
由) 

各
一
部
を
添
え
る
こ
と
。 

７ 

提
出
要
領 

 
 

以
上
を
揃
え
た
上
で
、
封
筒
の
表
に
「
公
募
論
文
原
稿
在
中
」
と
明
記
の
上
、
日
本
哲
学
会
事
務
局
宛
に
郵
送
し
て
下

さ
い
。 (
な
お
、
提
出
さ
れ
た
原
稿
は
返
却
し
て
お
り
ま
せ
ん
。) 

８ 

応
募
締
め
切
り 

随
時
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。『
哲
学
』
次
号
掲
載
の
た
め
の
締
め
切
り
目
安
は
六
月
末
で
す
が
、
そ
の
期
日
内

に
提
出
さ
れ
た
論
文
で
あ
っ
て
も
、
採
用
さ
れ
た
論
文
の
数
が
多
い
場
合
や
、
書
き
直
し
等
に
よ
り
審
査
に
日
数
を
要

す
る
場
合
な
ど
、
次
々
号
以
降
に
掲
載
が
延
期
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

９ 

審 

査 
 
 
  

編
集
委
員
会
の
責
任
に
お
い
て
審
査
・
選
考
し
ま
す
。
審
査
の
過
程
で
問
題
点
を
応
募
者
に
指
摘
し
、
書
き
直
し
の
要

求
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
不
採
用
に
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
も
、
そ
の
結
果
と
理
由
を
通
知
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
審
査
の
過
程
が
論
文
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
結
果
の
通
知
は
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
か
つ
て
「
不
採
用
」
と
判
定
さ
れ
た
応
募
者
が
、
判
定
六
ヵ
月
以
内
に
新
た
に
論
文
を
投
稿
し
、
こ
の
新
規
投
稿
論
文
が
旧

論
文
と
ほ
ぼ
同
内
容
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、「
二
重
投
稿
」
と
み
な
さ
れ
て
「
不
採
用
」
と
な
り
ま
す
。 

・
書
き
直
し
再
投
稿
、
字
句
修
正
の
指
示
を
受
け
た
修
正
稿
を
提
出
す
る
場
合
は
、
論
文
原
稿
、
欧
文
要
旨
及
び
そ
の
邦
訳
、

論
文
調
書
を
添
付
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
Ｅ
メ
ー
ル
で
日
本
哲
学
会
事
務
局
ま
で
送
付
し
、
印
刷
物
は
採
用
が
確
定
し
た
後
指
示
を

受
け
て
か
ら
郵
送
し
て
下
さ
い
。 

・
欧
文
論
文
の
場
合
は
書
き
直
し
再
投
稿
、
修
正
稿
の
審
査
結
果
が
出
た
後
、
改
め
て
確
定
稿
に
つ
い
て
ネ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
証
明
書
を
ご
提
出
下
さ
い
。 

 

Ⅴ 

そ
の
他 

 

① 

二
〇
〇
七
年
八
月
以
降
の
新
入
会
員
名
簿
と
『
名
簿
』
の
訂
正･

変
更
表
を
同
封
致
し
ま
す
。
ま
た
、
住
所
等
変
更
の
あ
る

方
で
、
事
務
局
に
未
届
の
会
員
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
同
封
の
大
会
用
出
欠
葉
書
に
朱
書
き
で
ご
返
送
く
だ

さ
い
。 

② 

日
中
交
流
の
成
果
と
し
て
、
学
文
社
よ
り
本
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

野
家
啓
一
・
卞
崇
道
・
尾
関
周
二
編 

 
 

『
現
代
に
挑
む
哲
学
―
日
中
共
同
研
究:

東
ア
ジ
ア
の
観
点
か
ら
』(

学
文
社 

二
〇
〇
七
年
十
一
月
十
日
発
行 

二
千
百
円) 

③ 

国
際
哲
学
会
議
ソ
ウ
ル
大
会
が
、
七
月
三
十
日
か
ら
八
月
五
日
ま
で
韓
国
ソ
ウ
ル
で
開
か
れ
ま
す
。
日
本
哲
学
会
が
関
与

す
る
日
韓
合
同
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
「
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
哲
学
と
哲
学
者
」
と
い
う
統
一
テ
ー
マ
（
「
哲
学
教
育
」「
哲

学
と
社
会
」
と
い
う
二
つ
の
小
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
含
む
）
で
、
大
会
の
期
間
内
に
開
催
の
予
定
で
す
。
多
数
の
会
員
の
ご
参

加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
﹇
問
合
せ
先 

: 

日
本
哲
学
会
事
務
局 

左
記
連
絡
先
参
照
﹈ 

④ 

連
絡
は
郵
便
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

慶
應
大
学
文
学
部
内 

日
本
哲
学
会
事
務
局 

〒
一
〇
八-

八
三
四
五 

東
京
都
港
区
三
田
二-

一
五-

四
五 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ
メ
ー
ル 

: 
ni
t
t
et
u
@
p
hi
l
o
so
p
h
y-
j
a
pa
n
.
or
g
 
 

電
話:

 0
9
0
-
3
80
2
-
51
1
4

（
但
し
、
水
金
曜
一
時
か
ら
四
時
ま
で
） 

 
  
   
 
 
(

注)

事
務
局
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
変
更
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
旧
ア
ド
レ
ス
で
も
転
送
処
理
を
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で
ご
安
心
下
さ
い
。 

 

以
上 

二
〇
〇
八
年
四
月
一
日 

日
本
哲
学
会
事
務
局 

会 

員 

各 

位 


